































































































































/,(z） ￣ Ｚ３０`＝１ z； -100,100 3０ ０
九(z） ￣ Ｚ3０j＝１ Ｚ。 ＋ ３０Ｚ＝１ Ｚｉ －１０，１０ 3０ 0
九(z） ￣ E淫,(Ｚ０j＝１ Zｊ ） ２ [-100,100］ 3０ 0
八(z） ＝ｎＺｑＺ｛ Ｚ‘ ’１≦'三30｝ [-10o,100］ ０
九(z） － Ｚ2９i＝１ 1100（、ｚ＋１ －ｍ;)2＋(zｉ 1） ２ －３０，３０ 3０ 0
九(z） ￣■■■■■■■ Ｚ３０`＝１ (Izi＋０５｣）２ －１CO,10o］ 3０ 0
乃(z） ■■■■■■■￣ 工３０．j＝１ ZＺ４Ｚ ＋ｒａｎｄｏｍ U’1） －１．２８，１２８ 3０ ０
九(z） －－￣ Ｚ3０｡＝１ (z`smMF7 )） -500,500 3０ -12569.5
/b(麺） ￣ Ｚ3０j＝１ ⑳２Ｚ 10ＣＯＳ(2汀z`)＋1０ -5.12,5.12 3０ 0
/,o(z)＝-20eｚｐ －２０,／ １3０ Ｚ3０`＝1 Ｚ２０ １－ezp[売乙聖,cos2川]＋20＋ｅ [-32,32］ 3０ 0
/,,(z） ￣ １4000 Ｚ３０｡＝１ Ｚ２Ｚ Ⅱ３０｡＝１ ＣＯＳ 三▲､/５ )＋１ -600,6 0 3０ 0
/'2(Z)＝：{1Osin2(剛)＋Ｚ〃-１｡＝１ (y。 1)2[1＋l0Sjn2(剛十,)]＋(Zﾉ施
+Ｚ廷,u(z'’'0,100,4)，ｚ/`＝’＋i(z`＋'）





















/， 0.000127883 0.117415256 ４．７６１３８Ｅ-２０
九 0.037526577 0.982577878 ９．５２６４７Ｅ-１０
九 2.698873419 15.32974318 ０．０６２１４０４９
/４ 15.82811054 .087222 ９．３５５６４Ｅ-１１
九 86.37205982 96.95708171 4２．０８８６４９１４
九 170.5788 0.3533 ０
/７ 0.060257634 0.122782395 ０．０１６９５０５５７
九 -7326263085 - -8908.172791
九 1 27.20929974 48.29853828
/,ｏ 1.361045781 0.364342106 1.59959Ｅ-１０
A1 0.177531732 0.018376979 ０．００５４６８７９１
A２ 1.28601905 0.0008712 3.14684Ｅ-２２
ＣＥＰ ＦＥＰ nRF】、Ｐ
/， 1091 1０１５ 195
九 1108 1033 207
九 1370 1296 417
九 1１１８ 1033 206
九 1103 1030 208
九 1２１６ 1１４１ 281
/７ 1092 1024 196
ん 1340 1273 367
九 1282 1193 334
八ｏ 1298 1206 343
八， 1323 1275 366
ｈ２ 1370 1286 416
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なお、図１から図１２において各関数の収束特性を示す６図１はノ，に対する収束特`性を示すものであ
る。nsEEPはほとんど全世代を通じてほぼ同じ収束率を示している。800世代まではＦＥＰの方が良いが、
最終的にはＦＥＰは最悪となっている。これは如実にＣＥＰとＦＥＰの収束特性を表しているものといえる。
すなわち、CauchyMutationはGaussianMutationに対して探索率が大きいがために進化の初期段階では
威力を発揮するが、終期の段階では、親と子孫との距離が親と最適解との距離を超過している結果といえ
る。図４はたの収束特性を示すが、nsEEP,FEP,ＣＥＰの順によい収束特性となっている。図５はたの
収束特性を示すが、1000世代以降においてnsEEPが他を凌駕している。図６はたの収束特性を示すが、
1038世代で最適解に収束している。図７はノ７の収束特性を示すが、nsEEPにおいて200～1000世代で
stagnationが見られるものの、それ以降は良好な収束を実施している。図８、図９はそれぞれ/8,九の収
束特性を示すが、図８ではＦＥＰがbestで、図９ではＣＥＰがbestな収束を表している。図１０、図１２にお
いては、nsEEPは全世代を通じて一貫した収束状況を示している。図１１では、nsEEPの収束は1500世代
以降において飽和状況を示しているが、最終解はnsEEPが良い結果を表している。九に対しては2000世
代、九に対しては1500世代、方に関しては2500世代、たに対しては500世代、ノｂに対しては1500世
代以降において、nsEEPの収束は飽和状況を示しており、分布パラメータ入の値が大きすぎていることを
示している。すなわち、それらの各世代で局所解に陥っているものと考えられる。
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EvolutionaryProgrammingwhichusesonlymutationoperatorisconsideredtobean
eflicientapproachtosolvefilnctionoptimizationproblems・Conventionally,Evolutionary
ProgrammingusesstrategyparameterfbrselfLadaptationoffimctionoptimization、
Inthispaper,wepresentaneHicientnewEPalgorithmwithoutusingstrategyparame-
terbyadoptmgexponentialdistributionparameterofEEPEssentially,EEP(Exponential
EP)usesexponentialmutationEEPneedstodetermineappropriatedistributionpamme-
tervalueOurnewlyproposedEP(nsEEP)providesasimilarroleasconventionalstrategy
parameterbyusingappropriaLeexponentialdistributionparametervalue・Ｔｈｅｒｅsultsof
numericalexperimentsshowthatnsEEPoutperfbrmsconventioｎａｌＥＰａｌｇｏｒｉｔｈｍｓｕｃｈａｓ
ＣＥＰａｎｄＦＥＰ．
